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渡
瀬
寅
次
郎
肖
像

寅
次
郎
の
娘
、
小
坂
花
子
が

興
農
学
園
に
贈

っ
た
も
の

（訓綱献嚇脚蝶牌鯛師範）

」h側毛F)lJoЬ&
新渡戸稲造が興農学園のために揮竃した B`Oys be Ambitious〃

新渡戸と渡瀬寅次郎は札幌農学校の同窓。現在、この扁額の原本は北海道大学が所蔵。本年、東海大学が

この複製を沼津市に寄贈。沼津市ではそれをさらに複製し、市内の中学校に配布した。
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈〉

渡

瀬

寅

次

郎

の
遺

産

り 恵 大 つ
｀
 ■1

囲

凹

』

一
月
十
日

大
根
切
千
作
業
ス

一
月
十
弐
日

マ
マ
レ
ド
試
製
開
始
ス

一
月
十
九
日

午
后
参
時
沢
庵
漬
の
作
業
を
終
ル
　
四

樽

　

一
樽
は
福
神
漬
に
な
す
　
大
谷
校

長
宅
新
年
親
時
会
　
役
員
の
招
待
を
な

す
　
山
田
、
渡
辺
、
渡
辺
、
牧
日
、
中

原
、
斎
藤
、
前
川
、
樫
山
、
神
原

一
月
二
十

一
日

午
前
八
時
半
よ
り
講
集
会
を
始
め
る
。

始
め
に

一
同
食
堂

へ
集
ま
り

一
同
君
か

一

沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
出
身
の
渡

瀬
寅
次
郎

（
一
八
五
九
～

一
九
二
六
）

は
、
教
育
者
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、

東
京
興
農
園
を
設
立
し
外
国
品
種
の
普

及

・
農
機
具
の
導
入
に
よ
り
農
業
の
近

代
化
に
取
り
組
ん
だ
人
物
と
し
て
知
ら

れ
る
。
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
静

岡
県
円
方
郡
西
浦
村
久
連
（現
沼
津
市
）

に
開
設
さ
れ
た
興
農
学
園
は
、
彼
の
遺

志
に
よ
リ
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
高
等
学

校
の
教
育
方
針
に
範
を
求
め
、
キ
リ
ス

ト
教
主
義
に
基
づ
く
農
業
指
導
者
の
養

成
を
目
指
し
た
学
校
だ
っ
た
。

こ
こ
に
抜
率

・
紹
介
す
る
史
料
は
、

興
農
学
園
の

一
職
員
が
記
し
た
昭
和
十

四
年

（
一
九
二
九
）
か
ら
翌
年
に
か
け

て
の
日
記
で
あ
る
。
筆
者
は
沼
津
市
高

島
町
で
パ
ン
屋
を
営
ん
で
い
た
樫
山
英

一
郎

（
一
八
八

一
～

一
九
四

一
）
で
あ

る
。
彼
は
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

り
、
そ
の
関
係
か
ら
興
農
学
園
で
パ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
食
品
製
造
の

―

興
農
学
園
職
員
日
記
の
紹
介

―

代
を
歌
ひ
校
長
先
生
の
御
目
を
し
て
樫

山
少
々
ば
か
の
注
意
を
し
て
後
阜
軍
勇

士
又
白
衣
勇
十
戦
死
者
の
家
庭
の
上
に

日
蒔
を
し
て
自
習
に
う

つ
り
ま
し
た
。

主
婦
会
も
神
様
の
御
恵
に
よ

っ
て
無
事

に
終
了
致
し
ま
し
た
．

（二
月
）
十

一
日

作
業
は
豆
腐
ノ
製
造
ヲ
ナ
ス

■

月
）
十
二
日

本
日
は
明
治
製
菓
に
出
ス
ネ
ー
ブ
ル
五

〇
〇
匁
荷
造
ヲ
ナ
ス
　
本
日
は
夏
柑

一

〇
〇
〇
匁
第

一
農
場
に
取
り
に
参
る

（二
月
）
ニ
ト
五
日

密
柑
罐
詰
作
業
ヲ
ナ
ス

第
二
農
場

一
五
〇
〇
匁
ノ
密
柑
ヲ
作
る

（四
月
）
九
日

本

日
は
新
入
学
生

の
歓
迎
会
を
な
す

午
后
六
時
三
十
分
夕
食
七
時
な
り
ま
し

た
鳥
飯
に
お
と
う
ふ
汁

苗
代
田
に
施
肥
を
な
す
十

一
時
終
る

午
后

一
時
よ
り
第
二
農
場
疏
菜
部
ノ
奉

仕
に
参
る

（

五
月

一
日

本
日
作
業
準
備
パ
ン
焼
研
究
ヲ
ナ
ス

（七
月
）
十

一
日

久
連
村
灯
火
管
制
ヲ
施
行
ス
ル

（八
月
）
十
日

加
工
場
来
観
者
島
根
県
那
賀
郡
都
治
村

祝
察

（多
田
昌

一
様
）

本
日
は
渡
辺
忠
吉
氏
よ
り
細
田
若
ノ
勤

労
の
点
ヲ
誉
め
ら
れ
る
　
開
墾
地
ノ
村

内
に
居
住
す
る
円
満
な
る
家
庭
の
実
話

ヲ
伺
ふ
最
も
大
切
な
御
話
し
で
あ
り
ま

す
　
渡
辺
氏

ハ
千
金
ヲ
与

へ
ら
れ
た
と

申
し
ま
し
た
　
聖
書

二
義

ハ
国
ヲ
高
シ

罪

ハ
民
ヲ
辱
カ
シ
ム
ト
ア
リ

マ
ス

（八
月
）
二
十
八
日

故
江
原
素
六
先
生
ノ
御
指
導
の
思
ひ
出

を
深
く
謝
す
　
殊
に
日
々
学
ふ
様
に
し

て
居
り
ま
す

十
月
二
日

本
Ｈ

（
沼
津
救
世
軍
少
隊
長
来
連
ス
面

語
ス
　
寄
附
金
の
中
出

十
月
二
十
九
日

本
日
作
業

ハ
白
味
嗜
製
造
に
か

ヽ
る
筈

な
り
し
も
久
連
女
Ｆ́
占
年
団
の
作
る
彙
■

団
ｒ
ヲ
製
す
る
事
に
し
た
た
め
に
体

――‐
す

当 津 学 た 校 式 指
館 子 に

°
長 に 導

に ・ 寄 日 は は を
寄 田 贈 記 二 久 行

意 は ら
~と
校

に 内 東 で い 名
よ 村 海 あ い は

‖| イi夕γ 会 八
辺 ∫|、1 山 /1 日寺
⌒   先     二
l咽  F11 41 ,,支  卜ll  ト
月 君   辺 窓 う)~ 
寮  会 よ

二_ F」:  兄 llt li:  り
十 生  11僻 :開
四  高  仲 会
日    橋 lli  々,II
氏 川 |ふ i型
会 忠

1多  て(     ギF
[拍  士: 1交  アI
長 r.l

本
日

十 矛1音 十
一

'I一月  月
1総 六
二 員 日
H写
真
ヲ

撮
ル
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本
日
作
業
休
ム
　
本
日
東
京
か
ら
渡
瀬

御

一
家
様
方
御
来
校
に
な
ら
れ
ま
し
た

パ
ン
と
密
柑
の
砂
糖
煮
ヲ
差
上
げ
る

（十
二
月
）
二
十
五
日

祝
ク
リ
ス
マ
ス
　
本
日
学
校

ハ

（祝
御

降
誕
を
）
盛
会
に
終
る

本
日
ハ
加
工
部

二
於
て
樫
山
主
催
の
下

に
御
降
誕
の
祝
を
な
す
　
小
供
達
約
学

生
三
〇
名
外
幼
児
其
他
二
十
名
集
る

隔
円
ｌｌｉｌ
□

（
一
月
）
弐
十
日

本
日
作
業
豆
腐
　
本
日
密
柑
缶
詰
ヲ
ナ

ス
　
塾
生
実
習
ス
　
巻
締
機
の
練
習
ヲ

ナ
ス

（二
月
）
二
十
七
日

本
日
卒
業
式
　
午
后
七
時
開
会

□
□
□
□
□
□
□
司
会
者
　
石
黒
先
生

讃
美
歌
　
聖
書

校
長
ノ
訓
辞
　
神
を
標
準
ト
セ
ヨ

渡
辺
忠
吉
氏
ノ
祝
詞
　
キ
リ
ス
ト
に
効

ふ
も
の
と
な
れ

本
田
塾
生
謝
辞

　

一
同
代
表
ス

第
二
読
会
　
個
人
祝
詞

樫
山
　
牧
田
美
代
治
氏
　
山
田
貞
助

氏
　
一則
川
　
一尚
橋
良

塾
生
　
光
井

（希
望
）
　

尾
崎
　
松
井

山
田
　
Ｈ
ハ　
宮
本
　
本
田
　
金
子

来
会
者
　
石
黒
の
御
奥
様
　
久
保
田
様

（

及
御
令
息
　
校
長
の
御
奥
様
　
恵
津

子
様
（四
月
）
三
日

本
日
我
国
の
神
武
大
中
祭
に
あ
ら
せ
ら

れ
三
千
六
百
年
皇
紀
あ
る
皇
祖
の
祝
日

を
賀
す
　
国
民
と
し
て
祝
賀
の
意
を
表

し
謹
み
て
神
に
感
謝
し
奉
る
　
併
而
我

国
の
隆
盛
と
東
亜
の
再
建
設
を
備
る

ア
ー
メ
ン

以
上
樫
山
日
記

の

一
部
を
紹
介
し

た
。
彼
は
こ
の
日
記
の
翌
年

（昭
和
十

六
年
）
に
亡
く
な
り
、
興
農
学
園
自
体

も
十
七
年

に
西
浦
農
学
校
と
名
を
変

え
、
十
八
年

（
一
九
四
三
）
二
月
に
は

閉
鎖
に
至
る
。
そ
の
後
建
物
は
翼
賛
壮

年
川
の
道
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
．

こ
の
日
記
か
ら
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
戦

争
の
影
が
見
え
な
い
が
、
日
中
全
面
戦

争
は
既
に
始

っ
て
お
り
、
や
は
り
所
々

に
そ
れ
が
伺
え
る
筒
所
が
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
の
内
面
的
苦
悩
や
矛
盾

ま
で
は
伺
え
な
い
が
…
…
．

昭
和
十
五
年
十

一
月
、
山
上
の
農
園

の

一
画
に
同
窓
会
に
よ

っ
て
渡
瀬
寅
次

郎
先
生
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
が
、
現

在
同
碑
は
県
道
沿

い
の
旧
寄
宿
合
跡

（丸
光
旅
館
前
）
に
移
さ
れ
て
い
る
。

1992 10.25 明治史■l‐館 4信 Vo1 8 No3 通巻第31号

討 |

昭和 4年 (1929)4月  興農学園の開校式
(渡辺忠吉氏提供)

■郵便局長 121前村長 13.田中二郎 4渡辺忠吉 ●渡瀬三郎 0大島正健 ,渡瀬香芽子 (寅次郎夫人)

=1新
渡戸稲造 '平林広人 ・1渡瀬雅太郎 ●大谷英一 ●西浦村長 ●松前重義
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コ
レ
ラ
騒
動
と
沼
津

の
民
衆

幕
末
の
開
国
は
「伝
染
病

へ
の
開
国
」

で
も
あ

っ
た
。
コ
ヒ
フ
の
侵
人
で
あ
る
。

安
政
五
年
■

八
五
八
）
の
最
初
の
大
流

行
に
よ
り
、
江
戸
で
は
三
～
四
万
人
が

死
亡
し
た
と
い
う
。
沼
津
宿
で
も
同
年

七
月
に
感
染
が
始
ま
り
、
九
月
に
鎮
静

す
る
ま
で
に

一
〇
九
人
が
死
亡
し
た
と

い
う

（問
宮
喜
十
郎
著
「
沼
津
近
世
大
事

記
し
。
原
宿
で
は
コ
レ
ラ
除
け
の
祈
願

の
た
め
産
土
社

へ
の
参
詣
や
念
仏
講
中

の
百
万
遍
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

電
原
宿

問
屋
渡
辺
八
郎
左
衛
門
Ｈ
記
し
。

コ
レ
ラ
の
恐
怖
は
維
新
後
も
続
く
。

次

の
全
国
的
大
流
行
は
明
治

一
二
年

（
一
人
七
九
）
で
、
死
者
は
十
万
人
以
上

に
及
ん
だ
。
沼
津
駅
で
も
八
月
か
ら
十

月
ま
で
に
約
五
〇
人
の
患
者
が
発
生
し
、

う
ち
二
六
人
が
死
亡
し
た

（問
宮
著
）。

政
府
や
県
は
、
近
代
化
政
策
の
一
環

と
し
て
西
洋
医
学
に
基
づ
く
コ
レ
ラ
対

策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
が
、
医
療
や

衛
生
に
対
す
る
観
念
の
乏
し
い
一
般
民

衆
に
と
っ
て
は
神
仏
の
加
護
に
頼
る
気

持
ち
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
全

国
各
地
で
、
行
政
担
当
者
や
警
官
が
強

制
的
に
実
行
す
る
コ
レ
ラ
予
防

（消
毒

や
隔
離
一に
反
発
し
、民
衆
が

一
校

・
騒

動
を
引
き
起
こ
し
た
．

明
治

一
二
年
八
月
二
二
日
、
上
香
貫

村
で
他
村
の
女
性
が
コ
レ
ラ
で
死
亡
し

た
。
遺
体
を
同
村
字
ニ
ノ
洞
で
火
葬
に

す
る
た
め
運
搬
し
た
と
こ
ろ
、
村
民
二

百
余
名
が
鉢
巻
を
し
、
手
に
手
に
竹
鎗

を
持
ち
鐘
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
各

所
に
筈
火
を
た
き
、
通
行
を
妨
害
す
る

と
い
う
行
為
に
で
た
。
戸
長
は
懸
命
に

説
得
に
あ
た
っ
た
が
、
沼
津
警
察
署
か
ら

警
部

・
巡
査
が
派
出
す
る
に
及
ん
で
よ

う
や
く
治

っ
た
と
い
う

（『静
岡
新
聞
』

明
治
１２
・
８
・
２７
）ｏ
上
香
貫
村
で
は

一

五
年
二

八
八
二
）
八
月
に
も
同
様
の
騒

動
が
起
き
て
い
る

一
『
沼
津
新
聞
」
明

治
１５
・
８
・
１０
）。　
一
五
年
は

一
二
年
に

次
ぐ
大
流
行
の
年
で
あ
り
、
沼
津
駅
で

も
患
者
八
二
名
が
発
生
、
二

一
名
が
死

亡
し
た

（間
宮
著
）
。

十
二
年
の
コ
ヒ
フ
流
行
に
際
し
、
そ
の

対
策
に
奔
走
し
殉
職
し
た
二
人
の
沼
津

警
察
署
巡
杏
が
い
た
。
富
士
吉
信
と
入

山
熊
太
郎
と
い
う
。
二
人
の
死
は
、
命

を
賭
け
て
近
代
医
療

・
衛
生
行
政
の
普

及
に
つ
と
め
た
結
果
で
あ
る
と
賞
讃
さ

れ
、
十
二
年
九
月
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら

れ
た
。
蒙
額
は
静
岡
県
大
書
記
官
石
黒

務
、
撲
文
は
県
衛
生
課
長
蜂
屋
定
憲
、

書
は
衛
生
課
御
用
係
加
藤
信

一
郎
。

コ
ッ
ホ
に
よ
る
コ
レ
ラ
菌
発
見
は
明

治

一
六
年

（
一
人
八
三
）
で
あ
る
。

一

富士入 山弐氏乃 71i

(沼津市千本緑町 長谷寺 )

後の碑がそれ。前の「 S」 が刻

まれた墓は、静岡藩沼津病院

頭取杉田玄端の墓とも、その

甥杉田廉,自 ,の墓ともいわれる。

嗜際

旧
に
里

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
日
程
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

前
号
で
お
伝
え
し
た
日
程
が
左
の
よ

う
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

御
承
知
下
さ
い
。

１０
月
１７
日
、
２４
日
、
Ｈ
月
７
日
、
１４

日
、
２‐
日
の
各
土
曜
日

（
５
回
）

◎
沼
津
城
の
石
垣
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
九
月
、
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

よ
り
大
手
町
の
中
央
公
園
の
南
東
地
点

で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
沼
津
城
の
石

川
の

一
部
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
水
野

家
の
定
紋
人
の
瓦
な
ど
も
出
土
し
ま
し

た
．

◎
く
ん
蒸
の
た
め
の
特
別
休
館
に
つ

い
て

館
内
の
く
ん
ホ
作
業
の
た
め
、
左
記

の
日
程
で
休
館
し
ま
す
．

Ｈ
月
Ю
Ｈ

一
火
）、
Ｈ
日

（水
一

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
３‐
号

珈
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒

卿

沼

津

市

西

熊

堂

二

七

二

―
上

電

　

話

〇

五

五

九

上

〓
一下
三

三

二
Ｉ

Ｆ

Ａ

Ｘ

〇

五

五

九

‐
．
一
圧
上

一〇

一
人
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